
 
 

平成 26 年度 東京都内湾水生生物調査 12 月稚魚調査 速報 
 

●実施状況 

平成 26 年 12 月 5 日に稚魚調査を実施した。天気は快晴で、気温 13.8～14.2℃、風は弱く海は

静穏であった。調査当日は中潮で、干潮が 9 時 54 分、22 時 22 分、満潮は 4 時 29 分、15 時 38

分であった（東京都港湾局のデータ）。 

10 月と比べると、本調査の対象である干潟部で魚類は種類数、個体数ともに少なくなっており、

水温の低下に伴い、干潟周辺に生息していた魚類は沖合に移動したものと考えられる。今回は各

地点で魚類の餌となるニホンイサザアミが多く確認された。 

 

2014/12/5 城南大橋 お台場海浜公園 葛西人工渚 

作業時刻 9:20-10:10 10:33-11:18 11:50-12:53 

水温(℃) 16.6 14.0 14.7 

塩分 24.0 22.7 16.8 

透視度(cm) 99 >100 80 

ＤＯ(mg/L) 6.3 5.9 8.7 

ＤＯ飽和度(%) 74.5 65.4 94.7 

波浪(m) 0.1 0.1 0.1 

ｐＨ 7.8 7.5 7.5 

水の臭気 弱下水臭 無臭 無臭 

備考 

 

 

 

 

 

干潟の面積は今年度で最も狭

かった。 

懸濁物は少なく、水の透明度

は高かった。 

干潟の 200m 程沖合で、航路

の浚渫作業が行われていた。 

懸濁物は少なく、水の透明度

は高かった。 

渚では、十数名の観光客がみ

たれた。 

波打ち際付近には、リター（植

物の枯死体などの小片）が堆

積していた。 

 

●主な出現種等 （速報のため、種名などは未確定） 

主な出現種等 城南大橋 お台場海浜公園 葛西人工渚 

魚種 

（多い順注） 

 ビリンゴ（c） エドハゼ（r） 

 アシシロハゼ（r）  

   

   

   

魚類以外 
ニホンイサザアミ（G） 

エビジャコ属（+） 

ニホンイサザアミ（+） 

ホトトギスガイ（r） 

ニホンイサザアミ（G） 

シラタエビ（+） 

備考 

他にシラタエビ、スナモグリ属

が確認された。 

現地では、採取試料中に魚類

は確認されなかった。 

他にアラムシロガイ、エビジャ

コ属が確認された。 

網には、10L程度のリターが入

った。 

注）表中の（ ）内の記号は大まかな個体数を表す。 

G:1000 個体以上、m:100～1000 個体未満、c:20～100 個体未満、+:5-20 個体未満、r:5 個体未満 



 
 

城南大橋 採取試料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査地点の様子 

シラタエビ 

●主な出現種等 

城南大橋西詰めにある干潟。 

近くには東京港野鳥公園がある。 

干潟の 200m 程度沖合で、航路の浚

渫作業が行われていた。 

エビジャコ 

内湾の砂泥底に生息し、魚類の稚魚などを捕食することが知られている。 

砂の中に素早く潜り、体の模様も砂の色にそっくりである。 

 

どこにいるかわかりますか？ 

スナモグリ属

 

全長 5cm 程になる。砂質干潟に深

い巣穴を掘って、その中に潜んでい

る。ハサミは一方が大きい。 

汽水域に生息するアミの仲間（エビの仲間でない）である。 

魚類等の餌となり、食物連鎖において植物プランクトン等生産者のエネルギ

ーを上位の魚類へ渡す重要な役割を果たしている。当地点で大量に確認さ

れた。 

 

ﾆﾎﾝｲｻｻﾞｱﾐ 

ﾆﾎﾝｲｻｻﾞｱﾐ 

ｴﾋﾞｼﾞｬｺ属 

ｴﾋﾞｼﾞｬｺ属 シラタエビ 

シラタエビ 

汽水域に生息し、スジエビ類よりも

大型で、体長 7cm 程になる。 

触角が青く、額角（がっかく：頭の上

面のトゲ）がトサカ状に盛り上がる。 

親指の爪 

干潟 



 
 

お台場海浜公園 採取試料 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レインボーブリッジの袂にある人工の

渚。背後には、東京臨海副都心の高

層ビル群がみえる。 

●主な出現種等 

アラムシロガイ 

ビリンゴ 

東京湾の干潟では、普通にみられる

ヤドカリである。ハサミは右が左よりも

大きい。歩き回って餌をとり、干潟の

掃除屋としての役割を果たしてい

る。 

ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 

アシシロハゼ ホトトギスガイ

 

エビジャコ属 

調査地点の様子 

河川下流域から河口域におもに生息

し、早春にアナジャコ等の甲殻類の

巣穴に産卵する。 

中層を群れで泳ぎ、動物プランクトン

等を食べている。 

マハゼに似るが、うろこがやや粗く、

体側には白色の横帯がある。 

小型の甲殻類を食べるが、春には

干潟域に出現し、マハゼの稚魚など

を食べる。 

 

砂泥底に生息するムラサキイガイの

仲間。富栄養な海域では、互いに足

糸（そくし）を絡ませて集団で泥の表

面を覆い、マット状になることが多

い。 

 

内湾の砂泥底に生息し、魚類の稚魚

などを捕食することが知られている。 

 

殻高 1.5cm ほどの巻貝である。 

殻の表面には粗い粒状突起が並ぶ。 

魚や貝の死骸に集まり、海の掃除屋

といわれる。 

ビリンゴ 

ビリンゴ 

ビリンゴ 

ｴﾋﾞｼﾞｬｺ属 

ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 

ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 

ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ 

ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 

ﾆﾎﾝｲｻｻﾞｱﾐ 



 
 

葛西人工渚 採取試料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

調査地点の様子 

●主な出現種等 

額角 

東京湾奥にある広大な人工干潟。 

一般の立ち入りは禁止されており、

野鳥の楽園となっている。 

ﾘﾀｰにﾆﾎﾝｲｻｻﾞｱﾐ

が混じったもの 

エドハゼ 
シラタエビ 

汽水域に生息し、スジエビ類よりも大型で、体長 7cm 程になる。 

触角が青く、額角（がっかく：頭の上面のトゲ）がトサカ状に盛り上がる。 

シラタエビ エドハゼ 

湾奥の干潟域に生息し、アナジャコ

の巣穴がある砂泥地を好む傾向があ

る。アナジャコの巣穴を隠れ家として

利用している。小型甲殻類を食べる。 

リター ﾆﾎﾝｲｻｻﾞｱﾐ 

海底上には、リター（植物の枯死体

などの小片）が堆積しており、それら

が大量に網に入った。リターは生物

生息場所や餌料として利用される。 

汽水域に生息するアミの仲間（エビの仲間でない）である。 

魚類等の餌となり、食物連鎖において植物プランクトン等生産者のエネルギ

ーを上位の魚類へ渡す重要な役割を果たしている。当地点ではリターに混じ

り、大量に確認された。 

 


